
     

今
回
の
「
氾
濫
」
の
お
題
は
「
手
番
」
。 

普
通
の
詰
将
棋
は
攻
方
か
ら
指
し
始
め
、

交
互
に
指
し
ま
す
が
、
フ
ェ
ア
リ
ー
で
は
こ

こ
に
も
変
則
要
素
が
加
わ
り
ま
す
。
今
回
は

受
方
か
ら
指
し
始
め
る
「
受
先
」
、
攻
方
だ

け
が
指
す
「
連
続
詰
」
、
そ
し
て
「
手
番
渡

し
（
パ
ス
）
」
と
実
質
同
等
の
手
順
を
含
む

作
品
が
登
場
し
ま
す
。 

〔
ル
ー
ル
説
明
〕 

【
受
先
】
受
方
か
ら
指
し
始
め
る
。 

【
Ｐ
Ｗ
Ｃ
】
取
ら
れ
た
駒
は
取
っ
た
側
の
駒

が
元
あ
っ
た
場
所
に
復
元
す
る
。
（
駒
位

置
の
交
換
と
な
る
）
。 

【
連
続
詰
】 

攻
方
の
み
が
連
続
し
て
指
し
、
最
短
で
受

方
玉
を
詰
め
る
。
詰
む
時
以
外
王
手
を
掛

け
て
は
い
け
な
い
。 

【
グ
ラ
ス
ホ
ッ
パ
ー
】
（
Ｇ
） 

フ
ェ
ア
リ
ー
チ
ェ
ス
のG

r
a
s
s
h
o
p
p
e
r

。 

ク
イ
ー
ン
（
飛
＋
角
）
の
方
向
に
敵
又
は

味
方
の
駒
を
１
つ
跳
び
越
え
、
そ
の
直
後

の
位
置
に
着
地
す
る
。 

 

【
ナ
イ
ト
ラ
イ
ダ
ー
】
（
夜
） 

フ
ェ
ア
リ
ー
チ
ェ
ス
のN

i
g
h
t
R
i
d
e
r

。
ナ

イ
ト
の
利
き
方
向
に
連
続
飛
び
で
き
る
。 

 

【
天
使
詰
（
最
長
ば
か
詰
）
】
先
後
協
力
し

て
最
長
手
順
で
受
方
玉
を
詰
め
る
。 

（
補
足
） 

・
悪
魔
詰
と
異
な
り
不
詰
は
避
け
る 

・
手
順
中
に
同
一
局
面
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
（
初
形
を
含
む
） 

【
成
禁
】
手
順
中
に
成
る
手
が
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。 

【
非
王
手
可
】
攻
方
に
王
手
義
務
が
な
い
。 

〔
出
題
作
に
つ
い
て
の
補
足
〕 

①
か
ら
③
は
「
受
先
」
の
作
品
。
特
に
①

は
「
受
先
」
以
外
は
普
通
の
詰
将
棋
と
同
じ

で
す
。
③
の
受
方
持
駒
は
こ
の
手
数
で
打
て

る
最
大
枚
数
で
す
が
、
全
部
使
う
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
な
お
、
特
に
指
定
が
な
い
場
合
、

受
方
持
駒
は
通
常
の
残
り
駒
全
部
で
す
。 

⑤
は
作
者
が
「
天
使
詰
」
と
名
付
け
た
ル

ー
ル
。
悪
魔
系
の
ル
ー
ル
で
す
が
、
悪
魔
詰

と
異
な
り
不
詰
は
回
避
し
ま
す
。
つ
ま
り
意

味
的
に
は
「
最
長
ば
か
詰
」
で
す
。
ま
た
、

「
同
一
局
面
」
は
盤
上
の
配
置
や
持
駒
だ
け

で
な
く
、
手
番
も
一
致
し
な
い
と
い
け
な
い

こ
と
に
注
意
し
て
解
い
て
く
だ
さ
い
。 

 

 

（○がＧの利き）  

 

 

（○が夜の利き。  

■ が 敵 駒 な ら 取

れ、味方の駒なら

進めない。） 

 

第
46
回 

神
無
一
族
の
氾
濫 

担
当 

神
無
七
郎 



 

▼
締
切
６
月
末
日
。
呈
賞
５
名
。
解
答
は
編

集
部
ま
た
は
左
記
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
へ

（
従
来
の
宛
先
と
異
な
り
ま
す
） 

E
-
m
a
i
l
:
 k
7
r
o
.
t
s
@
g
m
a
i
l
.
c
o
m
 

メ
ー
ル
解
答
の
際
は
件
名
に
「
解
答
」
の

語
句
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

▼
評
価
点
不
要
。
短
評
歓
迎
。
１
題
の
正
解

で
も
呈
賞
の
対
象
と
な
る
の
で
解
け
た

分
だ
け
で
も
解
答
を
送
っ
て
下
さ
い
。 

懸
賞 

②青木裕一 

 

④変寝夢 

 

⑤一乗谷酔象『時は金なり』 

 

①志賀友哉 

 

③神無太郎 

 


